
令和 6 年度 ちゃいるどはうす森のほいくえん 事業計画書 

 

 

１、保育所の運営 

 ①定員 90 名  

  0 歳児…10 名 1 歳児…14 名 2 歳児…14 名 3 歳児…18 名 4 歳児…17 名 5 歳児…16 名   

令和６年 4 月 現在 89 名 

②職員数  

  施設長 1 名 ・主任保育士 1 名 ・保育士 １7 名 ・栄養士 4 名・事務補助 1 名  

・保育アシスタント 1 名 ・サポーター １名 ・用務 2 名 

 【嘱託医】小児科おひさま子どもクリニック 内田 章先生 

       歯科：医療法人三笠会 笠原歯科 金澤卓也先生 

③職員会議の開催計画 

 毎月１回以上開催月１回土曜日に全職員(パート含む)参加し共通理解を図る。子どもが安全かつ安心し

て過ごせ、保護者が安心して預ける事が出来る環境作りを目標に、個々の子どもの発達状況やクラスの強

化事項等を報告し、相談内容については他職員からアドバイスをうけられるようにし、全保育者がすべて

の子どもやクラスについて把握出来る様に会議を進める。行事について討議し、安全管理・衛生管理・災

害・救命等を議題にあげる。調理師を交え健康と食育に関する打ち合わせを行い、実践できるようにマイ

スターを配置し、食を営む力の育成に向けていく。 

４月 13 日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

５月１１日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について・運動のつどいについて 

６月 １日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

７月 ６日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

８月２４日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

９月 ７日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

１０月 ５日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

１１月１６日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

１２月１４日（土）事業報告会 

 １月２５日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について・卒園式について 

２月 ８日（土）クラス報告・給食会議・月次予定について 

3 月 ８日（土）職員会議 

  3 月２９日（土）クラス報告・給食会議・次月予定について・初年度研修 

※職員会議実施前に管理者会議実施 

④研修 

  園内では、脳科学、医学、小児精神医学、心理学等最新の情報をもとに、保育者が自信をもって教育と

保育に関わりそれによって、子どもと保護者が安心して過ごせるよう、年 9 回の園内研修、北関東地区の

保育園・幼稚園・保護者他を対象として年 3 回、北関東モンテッソーリ教育研修会の実施、教育者の研修

の場の提供と共に教育の質の向上に努める。保護者向け講演会を 1 回開催する。 

 その他行政、保育団体等の案内により、適任者を外部研修として参加予定。 

【施設長研修・主任保育士研修・保育士研究委員会・保育士全体研修会・給食部会・日本モンテッソーリ教

育綜合研究所教師育成スクーリング等】 

 



 

 

令和 6 年度 園内研修計画 

 

実施日 内   容 

4/29（土） 書類の書き方に関する研修・虐待防止 

5/20（土） 安全管理・食育・アレルギー 

6／24（土） 北関東モンテッソーリ教育研究会 

７／22（土） 水遊びに関する計画の立て方 

８／19（土） 秋から冬の活動計画の立て方 

9／9（土） 北関東モンテッソーリ教育研究会 

10／21（土） 感染症対策 

11／25（土） モンテッソーリ教育の提示練習 

12／9（土） 事業報告会 

１／27（土） 北関東モンテッソーリ教育研究会 

2／10（土） 「全体的な計画」の評価と見直し 

3／30（土） 新年度研修（保育方針と内容・服務心得） 

 

２、保育 

 ①保育目標 

  保育園は児童福祉法に基づき、乳幼児の健全な発達のための温かい家庭的な保育園を目指すとともに、

地域の児童福祉活動を行うものとする。 

 ②保育時間 午前 7 時 30 分～午後 7 時 00 分（延長保育時間 午後 6 時 30 分～午後 7 時） 

       短時間保育：8：00～16：00    標準時間：7：30～18：30   

 ③保育内容 

   保育指針の保育内容を軸に 5 領域の相互関係、総合的関わりを重視し、モンテッソーリ教育法と自然

体験活動を融合させた内容で、以下のように援助する。 

  ・人を思いやる 優しく強い心が育つよう援助する。 

・物事に感動する 豊かな心が育つよう援助する。 

・活発に遊べる 元気な子どもに育つよう援助する。 

・自分の事が自分で出来る子どもに育つよう援助する。 

・自分で感じ、考えることが出来る子どもに育つよう援助する。 

・生きる力を子ども自身が育成できるよう援助し、全人格の形成を目指す。 

 ④健康管理 

  １,医師による児童の健康診断（年２回実施予定） 

  ２,歯科医師による園児の歯科検診（年２回実施予定） 

  ３,園児の尿検査（３歳児以上対象年２回実施予定） 



  ４,園児の身体測定（毎月実施予定）１回実施予定） 

  ５,職員の細菌検査（調理担当者,クッキング担当者，乳児担当職員,休息保育士は毎月１回実施予定） 

  6,職員のノロウイルス検査（年 2 回 10 月・2 月：調理担当者） 

  7,職員の健康診断（年１回・巡回検診クリニックに依頼予定） 

⑤スクール等の実施状況 

  スイミングスクール 3 歳以上 ダンロップ  5 月から 

  和太鼓       月 1 回実施予定  

  乗馬スクール    月２回実施予定  乗馬クラブ ウインズ  5 月から 

  ワールドサークル  週 2 回実施予定 バイリンガルチーム    5 月から 

  

 ⑥特別保育事業 

 ・延長保育事業 月曜日～金曜日  18：30～19：00  短時間 7：30～8：00/16：00～19：00 

 ・一時預かり保育事業 月曜日～金曜日 9：00～17：00 

 ・障害児保育事業 

 ⑦主な行事 

   ４月 ３日（水） 新入児を迎える会 ＊その後入園児月に実施予定 

   4 月１８日（木） 粘土団子をつくろう実施予定（2 歳児以上対象） 

4 月２５日（木） 親子ファーマーズ実施予定（2 歳児以上対象） 

５月１０日（金） 親子遠足実施予定（３歳児以上対象） 

6 月 １日（土） うんどうのつどい実施予定（2 歳児以上対象） 

７月 ５日（金） 公開保育（年長児）・保護者向講演会 

７月       親子ふれあい企画（０・１歳児対象） 

８月       保育参加（０．１歳児対象） 

9 月９～1３日   保育参観週間 

９月２０日（金） 卒園記念品制作（年長児） 

１０月２５日（金）～31 日まで 収穫祭週間実施予定  

１１月        さわやかマナーアップ運動実施予定 

１２月１４日（土） 合同事業報告会 

  １２月２5 日（水） クリスマス会実施予定   

1 月２４日（金） 公開保育（年長児）・保護者向講演会 

２月 ３日（月） 節分行事予定 

3 月 ３日（月） ひな祭り行事予定 

３月 ８日（土） 卒園式実施予定（年長児） 

３月１１日（火） お別れ遠足実施予定 

３月３１日（月） お別れ会実施予定 

※お誕生会は毎月第 1 水曜日に実施予定 

※避難訓練は消防総合訓練を年 2 回(5 月・１０月)、不審者訓練(９月・1 月)、地震訓練（６月・１１月）

風災訓練（７月・１２月）を組入れ毎月 1 回実施予定。1 日・15 日が平日の場合は災害伝言ダイヤル

（171）体験を実施する。 

※毎月 1 回見学会実施予定。 

 ※サッカー体験  毎月 1 回  ポルターラＳＣ【夏季：熱中症予防の為なし】 

          年２回   ホーリーホック 



⑧卒園児向けサマースクール  

 ・地域子育て支援の一貫とし、子ども達だけで過ごしている家庭、働く世帯の低学年の卒園した小学生を

対象。 

⑨同法人内２園の交流事業 

  稲作を通し４月の除草～１１月の収穫祭までの間３－６歳児対象に共同作業を通して交流を深める 

⑩地域交流 

 ・母の日セブンイレブン・勤労感謝の日 感謝を届ける・小学生体験・高校生職場体験 

・保育実習の受け入れ・えいごの森・よっちゃん粘土 

⑪異文化コミュニケーション事業予定 

日本語を母国語としない日本人以外の担当者を配置し言語や文化の違いを体感的にわかるようにする。 

あくまでも外国語を教えるのではなく、自分と違う人がいる、そのような人たちとのコミュニケーションを

図れる事によって自分との違いを知り、その違いを受け入れることが出来るというのが目的となる。すなわ

ち平和教育へも繋がる。今年度はスリランカ、フィリピン、ロシア、イギリス出身の担当者の配置を予定し

ている。 

 

⑫3 歳-6 歳モンテッソーリ教育の強化を予定 

隔月連続した 5 日間に外部モンテッソーリ教育教師に来園し参加をしていただく、モンテッソーリ教育法

を使った教育内容の強化をする。又、その期間は教育会議を毎日開催し、職員教育も強化する。 

⑬外部見学・研修の受け入れ予定 

 ・台湾、中国海外からの研修受け入れ予定 

⑭保幼小接続事業 

 小学校向けアプローチカリキュラムの実施、小学校との連携を取りスムースに移行できるようにしていく。 


